
手術前絶飲食について
手術前は、麻酔に伴う誤嚥性肺炎を予防するために、術前絶飲食が必要になります。絶飲食

と言っても飲食物の種類によって、胃から十二指腸への排出に要する時間が異なります。日本
麻酔科学会の「術前絶飲食ガイドライン」では、全身麻酔、区域麻酔、鎮静、鎮痛を要する待機
的手術患者の絶飲食時間に関して以下のように推奨しています。ただし、消化管狭窄患者、消
化管機能障害患者、気道確保困難が予想される患者、緊急手術患者、およびリスクの高い妊婦
（例：陣痛のある場合、胎児心拍数に異常のある場合）などは本ガイドラインの推奨する絶飲食
時間を適用せず、患者の状態に合わせた対応とします。

※清澄水とは、水、茶、果肉を含ま果
物ジュース、コーヒー、（ミルクを含
まない）などをいいます。
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ニチオン

ベッドパンウォッシャーが導入されます
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ニチオン ベッドパンウォッシャーinnova

摂取物 絶飲食時間
（時間）

清澄水 ２

母乳 ４

人工乳・牛乳 ６

固形物（軽食） ６

固形物（揚げ物や脂質が多いもの） ８

新病院の汚物処理室にベッドパンウォッシャー（BPW）が導入され
ます。ベッドパンウォッシャーとは、尿器や便器などの汚物容器を
高圧洗浄と熱処理を使って自動処理する器械になります。
今までは、用手洗浄後に浸漬消毒する流れでしたが、洗浄時の汚物
曝露、不十分な洗浄、浸漬が問題でした。
BPWを使用することにより、確実な洗浄・熱消毒が行うことができ、
患者さんへ清潔な物品を提供することができます。また、洗浄時の
曝露から職員を守ることができます。


